
地域社会における消防防災の中核的存在として、消火活動はもとより、防火指導やイベント等への警戒等、地域に密着
した幅広い活動を支援し、非常備消防体制の円滑な運営を図る。また、消防団の活性化を行い、団員が活動しやすい環
境づくりを推進する。

消防団員は、昼夜を分かたずあらゆる災害に立ち向かい、地域の安心・安全の確保に大きく貢献している。ま
た、大規模災害発生時において、常備消防だけでは対応できないことから、消防団定数の２５０名を維持強化
するとともに、消防団体制の充実を目指し、今後も地域防災力の強化に向けた取り組みを実施する。しかし、少
子高齢化社会の到来や就業構造等の変化に伴い、消防団員は減少傾向である。団員の定数確保について
は、地区別定数の見直しを含め検討していく必要がある。
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消防・救急救助体制を充実する消防・救急救
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事業： 消防団管理事業 0464
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整理
番号

施策分野(節) 施　　　　　策まちづくりの目標(章)

01第4章

目

的

総合
評価

妥当性

効率性

有効性

施策に
対する
貢献度

B

消防団の適正な運用管理に貢献したため。

B

消防団の処遇及び環境改善に努めたが、団員定数の確保や、消防団体
制の向上等、適正な管理について検討の余地があるため。

A
A

B

目

標

・各種訓練の実施並びに歳末及び災害時における警戒警備の実施の支援
・日頃の功労に報いるための各種表彰制度に基づく表彰具申
・国の基準に則した消防団員への被服貸与
・消防団機能維持のための業務委託

事業費（決算額）・財源

所管課

事業費（決算額）

総コスト

財
源
内
訳

平成27年度 平成26年度 増　減

平成27年度 平成26年度 増　減

職員数

再任用職員数

一般財源

58,518

46,501

1.55

0.00

40,562

0

0

5,939

一人あたり

世帯あたり 1,238

537

参
考

(円)

(円)

(人)

(人)

コスト情報・従事職員数

42,592

37,683

0

0

4,909

56,420

1.80

0.00

1,192

511

3,909

2,879

0

0

1,030

2,098

-0.25

0.00
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26

国府支出金

地方債

その他特定財源

事業の概要

評価

平成26年度

 (千円)

 (千円)

 (千円)

 (千円)

 (千円)

 (千円)

平成27年度

評
価
理
由

評
価
理
由

総合
評価

妥当性

効率性

有効性

施策に
対する
貢献度

B

B

A
A

B

人件費

公債費

内
訳

12,017

0

事業費（決算額） 46,501

13,828

0

42,592

-1,811

0

3,909 (千円)

 (千円)

 (千円)
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